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Ritualization of Thought in Sādhana Practice of Indian Esoteric Buddhism: 





This paper examines the relationship between stages or structures of sādhana practice and Buddhist thoughts on the 
Khasarpaṇalokeśvara-sādhana that is included in the Sādhanamālā/ Sādhanasamuccaya. In sādhana, a practitioner visualizes a deity of the 
Buddha, Bodhisattva, Vidyārāja, and Deva, etc. in front of him or her and, during the visualization, unites the deity with himself or herself. 
The stages or structure of the sādhana practice represent not only the mystical thought of Esoteric Buddhism but also the thought of Māhāyāna 
Buddhism such as compassion (karuṇā) and voidness (śūnyatā). In this paper, we pay attention to this inclusive aspect and indicate such 
aspects in the sādhana practice. 
 




































ウ ッ チ (1984: 54-59; 151-153) 、 Meizezahl (1980: 
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リ ッ ト 校 訂 テ キ ス ト が Bhattacharyya (1968b: 42) 、








































































正蔵』Vol. 18, 1b29-1c1） 
原因は菩提の心なり。根本は大悲なり。究竟は方便








 このように、第 15 番成就法の誓願・目的には、大乗
仏教で強調される慈悲や利他の思想とともに、『大日経』
の基本的な考え方が反映されている。 




























である（Sakuma, 2002: 38; 佐久間, 2011: 308）。 
 この階梯では、いわゆる「七種無上供養」と呼ばれる






備的行為とみなされる（佐久間, 2011: 217）。 
 次に、行者は「オーム、私は、空性という智金剛の自
性 を 本 質 と す る も の で あ る 」 と 唱 え て 、 空 性 を 悟 る 
（Sakuma, 2002: 38; 佐久間, 2011: 308）。この次第には、
行者が、これまでの過程において観想した対象の実在性
を否定し、それを一旦無化した後、観想対象を再設定す
































2002: 38; 佐久間, 2011: 308）。 





































占められ、凝視する目をもつ（Sakuma, 2002: 38; 佐




































蓮を左脇で支えて合掌する（Sakuma, 2002: 39; 佐





















































をまとい、槍を手に持つ（Sakuma, 2002: 39; 佐久








































































































（デルゲ版 No. 2662; 北京版 No. 3486）、(2)『毘盧遮那現
等覚神変加持大タントラ疏』（『大日経広釈』）（デルゲ版 No. 






禅師にその内容を解説した」ものである（頼富, 2000: 65）。 





















のである」（中村, 2005: 385）。 
10 バッタチャルヤ校訂本『サーダナ・マーラー』所収の成就
法では、行者と本尊との一体化を説くものが多いが、この成
就法ではそれは説かれていない（佐久間, 2011: 208-209）。 
11 輪王坐の右足、あるいは、左足の一方を座に垂れる坐勢で
ある（逸見, 1935: 165）。輪王坐は、左足を深く内方に屈し、
右膝を直立させるものである（逸見, 1935: 166-167）。 
12 「生類（獅子）を足下に敷いて座る座り方」と考えられる。
なお、この場合、獅子は乗物ではなく、台座の一部であると
思われる（佐久間, 2011: 311 訳注 9）。 
13 梶山（1994: 349）、佐久間（2011: 110-113）。 
14 梶山（1994: 346）。 
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